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研究成果の概要（和文）：学童期を対象とした運動器症候群予防のための複合型プログラムを構築するための基
礎研究として，運動器検診と併せて「食生活・生活習慣調査」や「心身の健康度調査」を実施した。運動器症候
群の症状有群は，中学生において高値であった。肥満度は症状有群と無群で差はみられなかった。食生活・生活
習慣についての因子分析の結果，「調理への関心」，「食の重要性」，「スポーツを楽しむ」の3因子が抽出さ
れた。「調理への関心」の高群においては，食物摂取状況や栄養素摂取状況が低群よりも良好であった。以上の
結果より，「調理への関心」を高めるプログラムを構築することの重要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：As a basic study on construction of the complex program for preventing 
locomotive syndrome in schoolchildren, dietary habits and life-style factors were anonymously 
assessed through a self-administered questionnaire and brief self-administered diet history 
questionnaires. The rate of “musculoskeletal disorder or dysfunction (MD)” was significantly 
higher in middle schoolchildren. No significant differences were found in the prevalence of obesity 
and underweight between the MD group and the non-MD group. By the factor analysis, “interest in 
cooking”, “importance of food” and “enjoyment of sports” were extracted. According to each 
category score, the children were divided into high- and low-score groups. Food and nutrient intake 
were mainly better in the high score group of “interest in cooking”. These results suggest that we
 should work to develop an “interest in cooking” program and a healthy lifestyle in schoolchildren
 so as to promote their healthy growth and development.

研究分野： 食教育
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１．研究開始当初の背景 
 健康寿命の延長と，寝たきり老人の防止の
ために厚生労働省は，健康日本 21（第 2 次，
2013 年）の中で，ロコモティブシンドローム
（運動器症候群，以下，ロコモと略す）の予
防を提言し，10 年後の認知度を 80％（現在
17.3％）に高めることを目標設定している。  
文部科学省による新体力テストの結果，男女
ともに 40 代後半から体力が低下することが
判明しており，現在，40 歳代以上のロコモ予
備軍は 4,700 万人とも言われている。一方，
学童期においては，運動の過多と過少の 2極
化現象が起きており，2009 年度の小学校 5年
生の運動器疾患率は 25％と高率であること
（日本臨床整形外科学会雑誌 37（1），13-26，
2012）も報告されており，学童期からのロコ
モの周知ならびに予防対策の普及は，国家施
策として重要課題である。平成 24 年度全国
体力・運動能力，運動習慣等調査結果による
と，学童期の朝食の欠食率は 10％以下と低い
ものの，運動過小群では，「食生活･睡眠の大
切さ」の意識が低く，また「運動が苦手で自
信がない」など自己肯定感の低さも報告され
ている。一方，学校においては，新学習指導
要領の元，食育の推進が唱えられているが，
対象者に対応したものにはなっていない。研
究分担者の帖佐･鶴田らは，全国に先駆けて
運動・スポーツ習慣による高齢者のロコモ対
策や学童期のロコモ検診に着手してきた。一
方，篠原・奥田は，学童期の食生活と心の健
康度についての調査を行ってきた。学童期は
心身の発達が著しい時期であり，両者を融合
した包括的な検診と，その後の対象者に対応
した体験型の栄養改善・運動機能向上教育プ
ログラムを構築することが，学童期からのロ
コモの周知ならびに予防対策の普及の最重
要課題と考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，学童期からのロコモ予防
対策として，宮崎県内で 2007 年度から実施
している運動器検診に「食生活・生活習慣調
査」と「心身の健康度調査」を実施して，運
動器症候群の発症に関与する要因を解明す
ること，ならびに対象群に応じた複合型プロ
グラムを構築するための基礎資料を得るこ
とである。 
 
３．研究の方法 
（1）「運動器検診」 
 宮崎県においては学校検診時に，2007 年度
より全県下で宮崎方式と呼ばれる運動器検
診を実施してきた。この方式の特徴は，対象
者全員のアンケート調査および整形外科医
ならびに看護師による直接運動器検診を実
施し，その結果から二次検診としての医療機
関受診を判断していることである。この直接
運動器検診のデータを活用した。 
 
（2）「食生活・生活習慣調査」と「心身の

健康度調査」 
「食生活・生活習慣調査」については，研

究代表者が今まで実施してきた質問紙より
43 項目を設定した。「食物摂取状況調査」に
ついては簡易型自記式食事歴法質問票
（BDHQ10ｙ，BDHQ15ｙ）を使用した。「心身
の健康度調査」は，「子供の QOL 尺度日本語
版 KINDL R」等を活用した。対象校は，宮崎
市内で調査協力の得られた小学校5校と中学
校 4校である。中学校については，「しゃが
みこみ不全」の高値であった中学校を特に対
象とした。「運動器検診結果」，「食生活・
生活習慣調査」，「BDHQ」，「子供の QOL 尺
度」の 4つが揃っていた 941 名（小学生男子
265 名，小学生女子 270 名，中学生男子 194
名，中学生女子 212 名）を解析対象とした。 
 

（3）児童・生徒を対象とした体験型プログ
ラムの実施 
 上記，「運動器検診結果」，「食生活・生
活習慣調査」，「BDHQ」，「子供の QOL 尺度」
の協力を得られた 3校ならびに，一般公募に
よる児童を対象に，2 つのテーマで味覚教育
の要素を取り入れた体験型栄養改善プログ
ラムを実施した。 
 
 なお，本研究の遂行にあたっては，宮崎大
学教育文化学部ならびに医学部の倫理審査
委員会の承認を得た。運動器検診，質問紙調
査，体験型プログラムの実施に先立ち，すべ
て保護者から参加の同意を得た。 
 
４．研究成果 
（1）運動器検診結果 
 2014 年度の運動器検診の対象者は，県内の
小学 1 年生～中学 3 年生まで，8,756 名（男
子 4,471 名，女子 4,285 名）であった。この
中で，「しゃがみ込み不全」が 6％（533 名），
歩容異常，下肢の変形，しゃがみ込み痛，脊
柱変形，肩の挙上，上肢の変形，肘のまげ伸
ばしなどの「症状」が 17％（1,456 名）に見
られた。「しゃがみ込み不全」の地域差はみ
られなかった。「症状」の項目で多いのは脊
椎変形，下肢の変形などであった。2015 年度
の運動器検診の対象者は，県内の小学 1年生
～中学 3年生まで，8,578 名（男子 4,389 名，
女子 4,189 名）であった。この中で，「しゃ
がみ込み不全」が 5.5％（474 名），「症状
有り」が 18.3％（1,573 名）にみられ，「症
状」の項目で多いのは 2014 年度同様に脊椎
変形，下肢の変形であった。 
2016 年度からは，「学校保健安全法施行規

則の一部を改正する省令」が施行されたこと
に伴い，一部の児童生徒にのみ運動器検診を
行うことになり，今までのように対象者全員
の運動器検診データを得ることができなく
なった。さらに運動器検診データは県の管理
となり対象者の抽出など個人データを利用
することができなくなり，大幅な計画の修正
が必要となった。 



図１に今回の研究対象となった子供達の 
運動器検診結果の概要を示す。全体結果と同
様に「下肢の変形」，「脊椎変形」，「しゃ
がみ込み不全」が校種，性別に関係なく多く
見られた。本研究ではこれらの「症状」と「不
全」の有る者を併せて「運動器症状有群」と
した。小学生と比較して中学生の方が，運動
器症状有群の割合が高かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 運動器検診結果の概要 
 

（2）「食生活・生活習慣調査」と「心身の
健康度調査」結果 
①肥満度の検討 
これらの運動器検診結果と肥満度の関係

について日本学校保健会による肥満度の算
出に従い検討したが，校種性別，症状の有無
による差はみられず，全体として痩身傾向
（肥満度-20％以下）が 2.8％，普通（-20 未
満 20％未満）が 89.5％，肥満傾向（肥満度
20％以上）が 7.8％であった。 
 
②心身の健康度 
 図 2 に校種性別の QOL 得点を示す。「自尊
感情」は男子と比較して女子が有意に低値で
あった。「家族」以外の「身体状況」，「精神
的健康」，「自尊感情」，「友達」，「学校」，「QOL
総得点」は，いずれも中学生では小学生と比
較して有意に低値となっていた。運動器症状
の有無では，症状有群において小学女子なら
びに中学女子において「身体状況」が有意に
低値であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 QOL 得点 

③運動時間 
 1 週間当たりの運動時間を図 3 に示す。女
子と比較して男子の方が長時間運動してい
る割合が高く見られたが，運動器症状の有無
では，小学男子と中学女子において，症状有
群で長時間傾向が特に顕著であった。この長
時間傾向が運動器検診結果や QOL 尺度の「身
体状況」に影響を及ぼしていると推察される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 3 運動時間 
 
④起床時間・就寝時間 
 起床時間については，平日に比べて休日は
1時間近く遅くなる傾向が見られた。 
就寝時間については，中学になると「23時ま
で」，「23 時過ぎ」が顕著に多くなった。小学
女子では，運動器症状有群において，就寝時
間が有意に遅い傾向が見られ，この睡眠時間
の短さがQOL得点に影響を及ぼしていると考
えられる。従って，ロコモ予防のためには，
適切な運動時間と早寝早起きの生活習慣の
確立が重要であることが示唆された。 
 
⑤食生活・生活習慣について 
 食生活・生活習慣について因子分析を行っ
た結果，「調理への関心」，「食の重要性」，「ス
ポーツを楽しむ」の3つの因子が抽出された。 
各因子の得点について運動器症状の有無で
比較したところ，中学男子の症状有群におい
て，「調理への関心」が有意に高く，中学女
子の症状有群において「スポーツを楽しむ」
が有意に高値であったが，この要因は不明で
ある。 
「調理への関心」の得点により高群と低群に
分け食物摂取状況や栄養素の摂取状況につ
いて検討したところ，高群において「緑黄色
野菜」，「その他の野菜」，「果物」，「魚介類」
の摂取頻度が有意に高く，栄養素についても
各種ミネラル，ビタミン類の摂取が高値であ
った。 
 しかしながら，これらの摂取量を食事摂取
基準と比較すると，カルシウムについては推
定平均必要量を満たしていない者の割合が
図 4に示すように高かった。これは，宮崎県
の「健康みやざき行動計画 21（第 2次）中間
評価」においても，「カルシウムが足りない
子供の割合を減らす」が明示されており，満
たしていない者の直近値が小学5年では53％，



中学 2年では 73％とされており，これよりや
や低値であるものの同様の結果となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 カルシウム摂取量 
 
さらに，図 5に示すように，食塩の摂取量

については，目標量未満の者はほとんど見ら
れなかった。従って，食塩摂取を減らすため
には，しっかりと噛んで味わう味覚教育の重
要性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 食塩摂取量 
 
 申請時において，「食生活や生活習慣を改
善し，学習意欲や心身の健康度を向上させ
る」という仮説を立てていたが，今回の結果
について，共分散構造分析を行った結果，「調
理への関心」を高めることが，直接効果とし
て「食の重要性」や「咀嚼意識」，「学習意欲」
を高めるという結果となった。さらに「食の
重要性」を介して「心身の健康度」を高める
という結果となった。「スポーツを楽しむ」
ことも直接効果として，「食の重要性」や「心
身の健康度」を高め，これらを介して「学習
意欲」を高めるという結果となった。 
 「スポーツを楽しむ」ためには，一緒にス
ポーツをする友達関係や，時間，場所の確保
が課題となるが，各学校において，「ストレ
ッチ運動」や昼休みのスポーツ活動など全学
的な取組がなされていた。さらに各学校にお
いて，肥満者に対する栄養指導などもなされ
ていたことから，本研究においては「調理へ
の関心」や「食の重要性」の意識を高めるた
めの「体験型栄養改善プログラム」の構築を
試みた。 
 
（3）「体験型栄養改善プログラム」の実施 
 当初，食育 SAT システム（栄養価のデータ
を内蔵した IC チップ付きの実物大フードモ

デルを選択して，1 食あるいは 1 日分の食事
の食物摂取状況や栄養価を評価する体験型
栄養教育システム）を活用したプログラムを
計画していたが，大学生ならびに小学校～高
等学校の教員に対して実施したところ，一人
ひとりの食品選択に時間を要することと，栄
養価の評価では小学生にとって理解が難し
いことから，不足しているカルシウムを補う
ための食品や，過剰摂取となっている食塩に
意識を馳せる「味わい教育」を中心としたプ
ログラムに変更した。 
 
①カルシウム摂取を高めるためのプログラ
ム試案 
食育基本法制定以降，様々な食育の取組が

なされているが，単なる栄養素の知識を伝達
しても食生活改善の行動変容には繋がりに
くい。その食品の味わいやその食品のもつ背
景に関心を持たせることが，行動変容に繋が
る一助と考える。2015 年度から 2017 年度ま
での 3年間，附属学校を活用した土曜講座を
栄養改善プログラムの一環として位置づけ，
ジャック・ピュイゼ氏が創始した味覚教育や
酪農教育の要素を一部取り入れた，「乳」を
教材とした体験型「おいしさのひみつ」を実
施した。 
牛乳は，子供達にとって学校給食で馴染み

の深いものであり，小学校から高等学校の家
庭科の教科書において，必ず「カルシウム給
源」として明記されている。その牛乳につい
ての味わいの比較や，酪農の視点から「いの
ちのつながり」，「いのちを頂く」ことを意識
できるプログラムとした。 
 
実施概要については表１に示す。 
 

表１ 体験型栄養改善プログラム「おいしさ
のひみつ」実施概要 
年度 対象者 主な内容 

2015 

小 4 年生
～ 

中 3年生 
22 名 

・おいしさってなんだろう 
・感覚（聴覚）のエクセサイ
ズ 
・五感を使って「ミルクソム
リエ」になろう！ 

2016 

小 4 年生
～ 

小 6年生 
25 名 

・おいしさってなんだろう 
・感覚（視覚）のエクセサイ
ズ 
・五感を使って「牛乳博士」
になろう！ 
・牛乳の大変身！（バター作
り） 

2017 

小 4 年生
～ 

小 6年生 
20 名 

・おいしさってなんだろう 
・感覚（視覚・嗅覚・味覚）
のエクセサイズ 
・五感を使って「牛乳博士」
になろう！ 
・牛乳の大変身！（カッテー
ジチーズ作り・バター作り） 
・母牛と仔牛の大きさはどれ
くらい？ 



2015 年度は殺菌法，乳脂肪濃度，牛種の違
いによる 6種類の牛乳の「味わい」の比較が
中心であったが，子供達にとっては過剰な負
担となった。そこで，2016 年度からは，無脂
肪乳とノンホモ乳，ホモ乳の 3種類の味わい
の比較とした。さらに「牛乳の大変身！」と
して，バター作りやカッテージチーズ作りを
取り入れ，どのように食べ物が変身するのか，
これらの栄養素は何なのかを考えるプログ
ラムとした。 
子供達のワークシートの分析より，牛乳の

味わいの違いを的確に表現することばが表
出されており，味覚力の高さが窺えた。これ
らの味わいの違いの要因についても「牛の種
類・牛の餌・牛の育つ環境・牛の育て方」な
どその食品の背景にまで意識を広げていた。   
バター作りやカッテージチーズ作りでは

子供達から驚きや感激する声が聞かれ，牛乳
の調理科学的性質を体験すると共に，「脂肪」
や「たんぱく質」などの栄養素が可視化され，
今回の学習指導要領において示された『知識
の理解の質を高め資質・能力を育む「主体
的・対話的で深い学び」』の一助にもなるも
のと思われる。 
 
②食塩摂取を控えるためのプログラム試案 
 食塩摂取を控える一方策として，生体にお
けるナトリウムの生理作用について知るこ
と，塩の産地や形状により味わいの違いを比
較すること，「塩づくり」を通して 1 日の目
標量を知ることを取り入れたプログラムを
構築した。さらに，2017 年度は調理への応用
として「味噌作り」により，日ごろの食生活
の「塩味」と「うま味」を意識させるプログ
ラムとした。 
 実施概要については表 2に示す。 
 
表 2 体験型栄養改善プログラム「塩博士に
なろう！・みそ博士になろう！」実施概要 
年度 対象者 主な内容 

2016 

小 1 年生 
～ 

小 6年生 
  31 名 
保護者 

17 名 

五感を使って「塩博士」にな
ろう！ 
・塩を使った食べ物 
・塩に関することわざ 
・からだの中の塩のひみつ 
・塩を味わってみよう！ 
・塩を作ってみよう 

2017 

小 1 年生
～ 

小 6年生 
18 名 

教員 6名 

五感を使って「みそ博士」に
なろう！ 
・味噌を使った食べ物 
・味噌に関することわざ 
・からだの中の塩のひみつ 
・塩を味わってみよう！ 
・味噌を造ってみよう 

 
子供達のワークシート分析からは，それぞ

れの塩の味わいについて「同じと思っていた
がちがう」，「一番からい・それほどしょっぱ
くない・おいしい」などの表現が見られ，塩
の識別がされていることが伺えた。 

 海水から多くの塩が取れたことや，わずか
小さじ1杯程度が一日の目標量であることに
驚きの感想が多く見られた。 
  
 「味噌造り」を行った学校では以前，「う
ま味」に焦点を当てた「味噌汁作り」も実施
している。「味噌造り」にも食塩が不可欠な
ことや，自分達で味噌が作れる感激の感想が
多く見られた。 
 
いずれのプログラムにおいても，子供達の

素直な表現であり，質的あるいは量的な分析
には至らなかった。またこれらのプログラム
の評価は難しいが，子供達が主体的にかつ友
達と対話しながら学びあう姿が見られ，さら
にプログラムの改善や対象者を広げて，学童
期のロコモ予防のための継続的な複合型プ
ログラムの構築に繋げたい。 
なお，本研究の結果については，教員免許

状更新講習や教員・保護者対象の出前講座に
おいても報告し，体験型プログラムも一部実
施し普及に努めている。 
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